実習の振り返り(3月23日～3月25日)
滋賀医科大学5回生　Ｋ．Ｋ．
■3月23日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーション
	訪問診療
	武田先生送別会


・今日学んだこと

　老健という施設について初めて知りました。特別養護老人ホーム(特老)とは違い、患者さんが自宅で過ごすのをメインに、患者さんやそれを介護する家族の方をサポートする施設で、病院で治療をしてもらい、それで障害なく治る患者さんはいいですが、脳梗塞などの慢性疾患を抱えた方だと、病院を退院後もリハビリや介護が必要です。老健はそんな患者さんを一時的に預かり、リハビリなどの訓練をし、患者さんが介護を受けるにしても自宅で過ごせるように支援する施設だと学びました。現在、病院では長く入院していられなくなっていますし、特老には空きがない状態なので、この老健の果たす役割はこれからどんどんと大きくなっていくと思いました。
　今日の午前に畑野先生と一緒に老健の利用者さんの様子を見させていただいたのですが、みなさん、病院とは違い、ベッドの上でずっと過ごしているといった感じでなく、ホールで他の利用者の方とお話をされたりしてとてものびのびしているように思いました。畑野先生の、「脳梗塞の患者さんを危ないといってベッドにつなぎとめておくのと、こけるリスクを覚悟の上でどんどん出歩いてもらうのとどちらが患者さんにとってよいと思いますか」という問いにはとてもハッとさせられました。

・反省点

緊張してしまって患者さんに早口でしゃべってしまったのでもう少しゆっくり話せるようにしたいと思います。

・明日の目標

ケアマネージャーの訪問に付かせてもらうので自宅介護におけるケアマネージャーの役割をしっかりと学ぶ。
■3月24日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅
	板並・大久保出張所
	


・今日学んだこと

　今日の午前はケアマネージャーの方が利用者さんのお宅を訪問されるのに同行させていただきました。まず介護保険に関して全然知らなかったので詳しく教えていただき、それから実際のケアマネージャーの仕事を見学させていただきました。ケアマネージャーはなるべく介護保険で許される範囲内で利用者さんの満足するサービスを提供できるように計画を立てておられ、さらには利用者やその家族の感想や意見などを丁寧に聞いてまわり、在宅介護を実行するにあたってはなくてはならない存在だと思いました。地域医療を行う医師は患者さんとその家族や看護師だけと付き合うのではなく、ケアマネージャーや介護士などの広い範囲のコメディカルスタッフと交流を持たなければいけないのだなと強く思いました。
　午後からは板並と大久保の出張所へ出かけました。板並の出張所がお寺の境内にあるのとまだ雪が少し残っているのには驚きました。中村先生の診察が始まると約束していたかのようにおばあさん達がぞろぞろと同じ時間帯に来て、診察を待っている間に世間話をし、そして全員が診察を終えるとまたいっせいに帰っていく様子はとてもほほえましくこれぞ地域医療といった風景でした。
・反省点

介護保険についてあまりに不勉強すぎるのでこれからしっかりと勉強したいと思いました。
・明日の目標

老健で入浴介助などの介護士さんの仕事をしっかりと学ぶ。
■3月25日 
	午前
	午後
	夕方～夜

	老健(入浴介助)
	老健(ホール)
	ケースカンフファレンス


・今日学んだこと

　今日の午前は入浴介助をしました。初めての経験だったので最初は戸惑ってしまい、とても疲れましたが、利用者さんが「ありがとう。気持ちよかったわ。」とおっしゃると疲れもふっとびとてもやりがいを感じました。

お昼には食事介助もしました。なるべく利用者さん自身で食べるようにしてもらいながら必要に応じてこちらが介助しなければいけないので初めての僕にはとても難しかったですが、介護士の方はただ介助するだけではなくそういった細かい配慮をしながらやっておられるのだなと知り、とても勉強になりました。
午後からはホールで利用者さんとゲームをしました。遊び感覚だとリハビリと違って苦痛をあまり感じずに体が使えるのでよくやっているそうです。今まで高齢者を預かる施設というともう少し暗いイメージがあったのですが、みなさん一人ベッドで過ごすことはなくとても元気でみんなでおしゃべりしたり、ゲームをしたりととても活気がありました。

3日間を振り返ってみて、地域医療のイメージががらりと変わったように思います。今までの臨床実習では病院での医療ばかりを経験してきたので、地域医療も大学の総合診療部のような外来や往診だけをしているのかとばかり思っていましたが、実際の地域医療は医師だけでなく、看護師や介護士、ケアマネージャーなどとともに福祉も含めたもっと広い視点に立って地域住民のケアをしているのだなと思いました。畑野先生がケアマネージャーや介護士などのコメディカルの方の業務に付かせた理由が今更ながらよく理解できました。今回の実習は地域医療を学ぶ上でとても有意義な経験をさせてもらいました。畑野先生をはじめ、地域包括ケアセンターいぶきのみなさんにはとてもお世話になりました。3日間本当にありがとうございました。
・反省点

高齢者の介護が初めてでうまくできなかったので次する機会があるなら今回の経験を参考にしたいです。

KK君、3日間と短い間でしたがお疲れさまでした。地元の出身でしたので、それを少し意識してもらえるように工夫してみました。患者さんや入所の人たちが、どのような気持ちで暮らしているか、医師としてどんな医療が求められているのか？　地域（住民）にどのような形で関わっていくとよいか、地元ゆえ具体的なイメージができたのではないでしょうか。

　大学病院では、難しい病気を診断し、難しい治療を行う先端医療に触れることが多いと思います。一方地域では100人中99人は元気であるか、あるいはありふれた病気を持っていらっしゃいます。地域住民の困っていることをどうやって解決してあげるか、その視点から医師としての関わり方を今後学んでいただければと思います。将来、専門医の道を進んでいかれる可能性が高いと思いますが、患者さんの気持ちに立って考えることのできる優しい医師になっていただきたいと思います。

　地域医療のこと、よく理解してもらえたと思います。

今後のご活躍をお祈りします。プログラムを作成してくれた中村先生、指導してくれたスタッフに感謝します。　　（畑野）
